
2015

№194

6かしはら市議会だより

の
た
め
に
受
忍
す
べ
き
社
会
的
要

請
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

市

制

60

周

年

橿
原
市
は
昭
和
31
年
、
市
制

施
行
さ
れ
、
人
口
が
３
万
８
，
５

３
９
人
、
奈
良
県
で
５
番
目
の
市

と
し
て
誕
生
し
、
現
在
１
２
万
５

千
人
、
県
下
２
番
の
市
で
あ
る
。

来
年
は
市
制
60
周
年
で
、
こ
の
60

年
で
本
市
は
大
き
く
発
展
し
て
き

た
。
３
大
事
業
の
ご
み
焼
却
処
理

施
設
更
新
事
業
、
し
尿
処
理
施
設

整
備
事
業
、
八
木
駅
前
南
整
備
事

業
は
完
成
し
た
。
ま
た
、
森
下
市

長
の
新
３
大
事
業
で
、
八
木
駅
周

辺
整
備
事
業
、
庁
舎
整
備
、
医
大

周
辺
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

本
市
は
中
南
和
の
玄
関
口
と
し
て

ま
す
ま
す
重
要
な
立
場
に
立
つ
と

思
う
。
市
制
60
周
年
に
は
、
ど
う

い
っ
た
行
事
、
事
業
を
考
え
て
い

る
の
か
。

記
念
式
典
に
関
し
て
は
、
平

成
28
年
２
月
11
日
が
本
来
の
記
念

日
だ
が
、
建
国
記
念
日
と
な
る
た

め
、
橿
原
神
宮
で
催
さ
れ
る
紀
元

祭
と
重
な
る
た
め
、２
月
13
日
㈯
、

ま
た
は
翌
14
日
㈰
に
開
催
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
式
典
内
容
は
、

橿
原
市
制
60
周
年
記
念
事
業
推
進

委
員
会
に
お
い
て
検
討
中
で
あ

る
。記
念
式
典
以
外
の
記
念
行
事
、

事
業
は
、
平
成
26
年
に
中
堅
職
員

で
構
成
さ
れ
た
市
制
60
周
年
記
念

事
業
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
記
念
事
業
は
、
28

年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
で
、
予
算

は
、28
年
１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
、

市
制
60
周
年
記
念
事
業
費
と
し
て

約
８
２
０
万
円
の
27
年
度
予
算
を

承
認
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
記
念

事
業
は
、
市
制
50
周
年
と
比
較
し

て
、
余
り
華
美
に
は
な
ら
な
い
よ

う
に
考
え
て
い
る
。

市
制
60
周
年
を
前
に
、
市
長

の
任
期
は
27
年
11
月
11
日
で
あ

る
。
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
と

10
月
25
日
が
市
長
選
投
票
日
と
な

る
よ
う
だ
が
、
市
長
は
３
期
目
を

目
指
し
て
立
候
補
す
る
の
か
。
立

候
補
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
か

ら
の
本
市
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
８
年
間
を
振
り
返
り
、
自

己
採
点
を
す
れ
ば
何
点
か
。

１
期
目
は
、
引
き
継
ぎ
の
事

業
の
整
理
整
頓
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、
２
期
目
に
な
り
よ
う
や
く
い

ろ
い
ろ
な
事
業
に
着
手
で
き
た
。

昨
年
５
月
に
地
域
活
性
化
モ
デ
ル

事
業
に
お
い
て
内
閣
府
と
手
を
結

ぶ
こ
と
が
で
き
、
今
年
３
月
に
奈

良
県
と
、
６
月
に
は
医
大
と
の
協

定
を
結
ん
だ
。
こ
れ
で
い
よ
い
よ

形
が
整
い
、
こ
れ
を
も
と
に
よ
う

や
く
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
と
思

う
。
こ
の
８
年
間
で
い
ろ
い
ろ
な

も
の
を
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と

で
、
今
の
環
境
が
整
っ
た
と
思
う

の
で
、
ど
う
か
ス
タ
ー
ト
を
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
今

の
こ
の
環
境
を
２
期
目
の
終
わ
り

に
な
っ
て
整
え
ら
れ
た
こ
と
に

は
、
１
０
０
点
満
点
を
つ
け
た
い

と
思
う
。
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中
学
校
教
科
書
採
択

今
年
は
、
来
年
度
か
ら
使
用

す
る
中
学
校
教
科
書
の
採
択
の
年

で
あ
る
。
４
月
に
中
学
校
教
科
書

の
検
定
結
果
が
発
表
さ
れ
た
が
、

今
回
の
検
定
は
、
教
科
書
に
政
府

の
意
向
に
沿
っ
た
記
述
を
求
め
る

な
ど
、検
定
基
準
が
重
大
な
変
更
、

改
悪
さ
れ
た
も
と
で
行
わ
れ
、
検

定
に
合
格
し
た
中
に
は
、
現
行
の

日
本
国
憲
法
を
敵
視
し
、
改
憲
へ

の
誘
導
、
侵
略
戦
争
を
美
化
、
正

当
化
し
て
い
る
歴
史
・
公
民
教
科

書
も
含
ま
れ
て
い
る
。
２
０
１
３

年
の
国
連
総
会
の
特
別
報
告
に
は

「
教
科
書
の
選
択
は
特
定
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
や
政
治
的
な
必
要
性
に

基
づ
く
べ
き
で
は
な
い
。」
等
の

指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
が
国
際
社
会

の
常
識
で
あ
り
、
こ
う
し
た
観
点

か
ら
教
科
書
を
採
択
す
べ
き
で
あ

る
。
子
ど
も
が
学
び
や
す
く
、
先

生
が
教
え
や
す
い
教
科
書
を
採
択

す
べ
き
と
思
う
が
考
え
は
。

教
科
書
選
定
は
、
文
部
科
学

省
の
検
定
に
合
格
し
た
全
て
の
中

か
ら
採
択
す
る
。
教
科
書
決
定
に

は
、適
正
か
つ
公
平
に
行
う
た
め
、

県
が
示
す
採
択
基
準
に
則
り
、
強

化
の
目
標
や
内
容
、
生
徒
や
地
域

の
実
情
等
を
考
慮
し
公
正
中
立
の

精
神
で
最
も
適
切
な
も
の
を
採
択

し
た
い
。

子
ど
も
と
日
々
深
く
か
か
わ

り
、
地
域
や
子
ど
も
の
状
況
を
よ

く
把
握
し
て
い
る
の
は
先
生
方
で

あ
る
。
教
科
書
の
採
択
に
は
、
現

場
の
先
生
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
思
う
が
。

選
定
委
員
会
は
、
教
育
委
員

会
の
規
則
に
よ
り
、
教
育
委
員
会

事
務
局
職
員
と
校
長
・
教
頭
で
組

織
し
、
そ
の
下
に
、
教
育
実
践
経

験
豊
か
な
現
場
の
先
生
に
よ
る
調

査
研
究
部
会
を
設
置
し
て
い
る
。

専
門
的
に
調
査
研
究
を
し
て
も
ら

い
、
そ
の
結
果
を
十
分
に
尊
重
し

た
答
申
を
行
い
た
い
。

先
生
方
が
十
分
な
時
間
的
保

障
の
も
と
に
教
科
書
の
調
査
研
究

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
思
う
が
。

日
々
忙
し
く
子
ど
も
た
ち
に

か
か
わ
っ
て
い
る
先
生
方
で
は
あ

る
が
、
教
科
書
採
択
は
、
教
育
の

根
幹
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

十
分
時
間
を
と
り
検
討
す
る
よ
う

指
導
し
て
い
る
。

教
科
書
選
定
委
員
を
住
民
か

ら
公
募
し
た
り
、
教
科
書
展
示
会

会
場
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
置
く

な
ど
、
市
民
の
意
見
を
集
約
し
、

尊
重
す
る
体
制
を
整
え
る
の
が
望

奈良橿原線
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